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表紙説明
春風吹く 3月の暖かいある日、ひまわり第一保育園の園児らが役場
前広場を訪れた。子供らはバッタなどの虫を見つけて無邪気に喜ん
だり、追いかけっこをしたりして元気よく駆け回っていた。
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喜
界
中
学
校
（
西
園
正
興
校
長
、
生
徒

数
２
１
７
人
）の
「
卒
業
式
」
が
３
月
15
日
、

同
校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
の
卒

業
生
は
82
人
（
男
子
46
人
、
女
子
36
人
）。

　

川
島
健
勇
町
長
は
祝
辞
で
「
皆
さ
ん
は

学
業
や
部
活
動
で
多
く
の
事
を
学
び
、
社

会
に
順
応
し
う
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
。
今

後
は一段
上
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
む
が
、
中
学

生
活
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
、
夢
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
、
西
園

校
長
は
式
辞
で
「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
決
し

て一人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
いつ
ま
で
も
わ
れ

ら
が
喜
界
中
学
校
は
、
皆
さ
ん
の
遥
か
に
続

く
人
生
の
応
援
団
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

廣
太
樹 

生
徒
会
長
は
送
辞
で
「
こ
れ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
行
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
と
し
、
自
信
を
持
って
大
き
く
羽
ば
た
い

て
く
だ
さ
い
。共
に
学
ん
だ
仲
間
や
先
生
方
、

私
た
ち
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
こ
こ
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
輩
方
は
多
く
の
こ
と
を
残
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
守

り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
私
た
ち

在
校
生
は
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　

德
永
健
太
郎 
前
生
徒
会
長
は
答
辞
で「
こ

れ
か
ら
は
皆
さ
ん
が
喜
界
中
学
校
の
顔
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
築

き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

新
し
い
喜
界
中
学
校
を
築
き
上
げ
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
が
私
た
ち
以
上
に
活
躍
し
、

喜
界
中
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
在
校
生
に
告
げ
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
「
私
た
ち
は
３

年
と
い
う
旅
路
の
中
で
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
と
出
会
い
、
と
も
に
過
ご
し
た
時
間
は一

生
の
宝
物
で
す
。
そ
ん
な
日
々
を
い
つ
も
支

え
て
く
れ
た
家
族
・
地
域
の
皆
さ
ん
、
先
生

方
に
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

卒
業
生
は
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、

思
い
出
と
希
望
を
胸
に
仲
間
と
過
ご
し
た

学
舎
を
後
に
し
た
。

３
年
と
い
う
旅
路
の
中
で
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
出
会
い
、

　

過
ご
し
た
時
間
は
私
た
ち
の
一
生
の
宝
物　

～
喜
界
中
卒
業
式
～

希望と不安を胸に新たなステージへ

学
舎
を
巣
立
つ
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　

〜
町
内
小
中
学
校
卒
業
式
・
幼
稚
園
卒
園
式
〜

在校生送辞を述べる廣くん（左）と卒業生答辞を述べる德永くん（右）
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❾

❹

❶卒業生合唱「遥か」「旅立ちの日に」（喜中）
❷卒業生退場（喜中）　❸一人一人に卒業証
書が手渡された（喜中）　❹思い出を噛みし
め歌う卒業生ら（喜小）　❺在校生に語りか
ける卒業生ら（早小）　❻卒業証書を披露（喜
小）　❼笑顔で退場（早小）　❽元気にお別
れのことば（の幼）　❾おせわになりました
（あ幼）　10保護者らに見守られ退場（あ幼）

羽
ば
た
く
卒
業
生
た
ち

　

～
喜
界
・
早
町
小
卒
業
式
～

小
学
校
で
も
頑
張
っ
て
！

　

～
あ
ゆ
み
の
ぞ
み
幼
卒
園
式
～

　

喜
界
小
学
校
（
河
野
英
明
校
長
、
児
童

数
２
９
９
人
）
の
卒
業
式
が
３
月
24
日
、
同

校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。卒
業
生
は
42
人

（
男
子
30
人
・
女
子
12
人
）。

　

河
野
校
長
は
式
辞
で
「
中
学
校
進
学
の

準
備
は
整
い
ま
し
た
。
自
信
を
持
って
元
気

に
大
き
く
羽
ば
た
き
ま
し
ょ
う
」と
メッ
セ
ー

ジ
を
贈
っ
た
。

　

お
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
卒
業
生
が
舞
台
に

並
び
、「
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸

に
中
学
生
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
を
誇
り
に
中
学
校
で
も
頑
張
り
ま

す
」と
話
し
、そ
れ
に
対
し
て
在
校
生
は「
受

け
継
い
だ
伝
統
を
守
り
、
未
来
を
作
って
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
の
決
意
で
応
え
た
。

　

早
町
小
学
校
（
堀
口
俊
雄
校
長
、
児
童

数
87
人
）
で
も
同
日
、
同
校
体
育
館
で
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
卒
業
生
は
17
人（
男

子
８
人
、
女
子
９
人
）。

　

堀
口
校
長
は
式
辞
で「
母
校
早
町
小
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
喜
界
島
を
活
性
化
さ
せ
、
元
気
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
期
待
し
た
。

　

開
式
の
こ
と
ば
に
続
き
、
卒
業
生
は
両

親
や
先
生
、
地
域
の
人
達
に
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
た
あ
と
、「
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
た
、
未
知
な
る
世
界
へ
羽
ば
た
こ
う
」
と

語
り
、
最
後
に
全
員
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」

を
合
唱
。
思
い
出
を
噛
み
し
め
な
が
ら
式

を
終
え
、
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
と
旅
立
っ

た
。

　

あ
ゆ
み
幼
稚
園
（
榮
四
枝
園
長
、
園
児

数
82
人
）
の
卒
園
式
が
３
月
18
日
、
同
園

体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
卒
園
児
は
32

人
（
男
児
21
人
・
女
児
11
人
）。

　

榮
園
長
は
卒
園
児
に
「
今
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に

小
学
校
で
も
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
先
生

方
と
勉
強
や
運
動
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
に
い
て
も
先
生
達
は
皆
さ
ん
を
見
守
り

応
援
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

卒
園
児
は
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
私

た
ち
は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
小

学
校
へ
行
って
も
勉
強
や
運
動
を
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
元
気
よ
く
声
を
あ
げ
、
お
別
れ

の
こ
と
ば
を
告
げ
た
。

　

の
ぞ
み
幼
稚
園
（
美
沢
久
子
園
長
、
園

児
数
13
人
）
で
も
同
日
、
同
園
体
育
館
で

卒
園
式
が
行
わ
れ
た
。
卒
園
生
は
７
人（
男

児
３
人
・
女
児
４
人
）。

　

美
沢
園
長
は
卒
園
児
一
人
一
人
の
思
い
出

を
語
っ
た
あ
と
「
幼
稚
園
で
は
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
い
ろ
い
な
こ
と
を
経
験
し
、
頑
張

る
姿
が
立
派
で
し
た
。一年
生
に
な
って
も
明

る
く
、
優
し
く
、
た
く
ま
し
く
育
って
、
約

束
が
守
れ
る
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

優
し
く
語
り
か
け
た
。

　

修
了
証
書
が一人
一人
に
手
渡
さ
れ
た
後

に
、
卒
園
児
ら
は
壇
上
で
「
消
防
士
に
な

り
た
い
」
や
「
お
花
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
」

な
ど
と
自
分
の
将
来
の
夢
を
発
表
し
、
元

気
な
声
を
体
育
館
に
響
き
渡
ら
せ
た
。

3　Kikai Public Relations 2016.4



「小粒でもキラリと輝くいい島」 実現に向けて

～平成２８年度施政方針演説～

　

平
成
28
年
第
１
回
喜
界
町
議
会

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
町
政

運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
所
見

を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
は
じ

め
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
経
済
再
生
と

財
政
健
全
化
の
双
方
を
同
時
に
実

現
し
て
い
く
た
め
、
平
成
27
年
６ 

月
に
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
１
５
」
を
閣
議
決

定
し
、
平
成
28
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
産
業
化
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
歳
出
改
革

を
反
映
し
て
い
く
と
と
も
に
、
無

駄
を
排
除
し
、
厳
し
い
順
位
づ
け

を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
予

算
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
５
」
を

閣
議
決
定
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
の
「
人
口
減
少
問
題
の
克
服
」

と
「
成
長
力
の
確
保
」
を
目
指
し
、

国
の
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
よ
り
一
層
拡

充
・
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
地

方
創
生
の
深
化
」
に
取
り
組
む
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

う
し
た
国
政
の
流
れ
を
受
け
、
昨

年
末
に
公
表
い
た
し
ま
し
た
喜
界

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
「
〜
き
ら
り
と
輝
く
い
い

島
へ
〜
」
の
実
現
の
た
め
に
、
本

町
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
十
分

に
把
握
し
、
本
町
の
持
つ
個
性
を

明
確
に
し
つ
つ
、
状
況
に
応
じ
た

独
自
の
施
策
を
展
開
し
、
地
域
特

性
や
可
能
性
を
し
っ
か
り
と
生
か

し
た
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
倍
内
閣
の
、
平
成
28

年
度
地
方
交
付
税
概
算
要
求
額
１ 

６ 

・
４
兆
円
は
、
前
年
と
比
較
し
、

３
，
２
８
２
億
円
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
交
付
税
の
増
額
は
期
待

で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
交
付
金
等
に
お

い
て
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

る
制
度
変
更
の
懸
念
が
あ
る
た
め
、

安
定
的
な
交
付
を
想
定
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
一
般
財
源
の
確
保
は

厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
で
は
、
本
年
度
を
第
２
次
行

財
政
改
革
の
年
と
位
置
づ
け
、
庁

内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
さ
ら
な
る
行
財
政
運
営
の

ス
リ
ム
化
、
効
率
化
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

毎
年
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、

我
が
島
に
は
我
々
が
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
資
源
が
あ
り
、
ま

た
、
温
暖
な
気
候
、
す
ば
ら
し
い

自
然
、
穏
や
か
な
住
民
、
独
自
の

文
化
な
ど
お
金
に
換
算
で
き
な
い

大
切
な
も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
民
の
持
ち
味
で
あ
る
「
急
が

ず
、
み
ん
な
で
地
道
に
一
歩
一
歩

積
み
上
げ
る
」
の
精
神
で
取
り
組

み
、「
小
粒
で
も
き
ら
り
と
輝
く

い
い
島
」
実
現
に
向
け
て
、
今
一

度
、
自
分
達
の
足
下
を
見
つ
め
直

し
、
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
で
ハ

ン
デ
ィ
を
強
み
に
変
え
る
こ
と
も

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

主
な
政
策
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.
kikai.lg.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施政方針を述べる川島町長

　

3
月
５
日
に
開
会
さ
れ
た
「
平
成
28
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会
」

で
の
平
成
28
年
度
施
政
方
針
演
説
の
前
文
を
掲
載
し
ま
す
。

※ 

施
政
方
針
演
説
と
は
、
今
後
1
年

の
町
行
政
の
柱
と
な
る
基
本
施
策

及
び
各
分
野
の
方
針
に
つ
い
て
、

町
長
が
町
議
会
を
と
お
し
て
町

民
に
表
明
す
る
も
の
で
す
。
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平成28年度喜界町役場職員　人事異動一覧表　（平成28年４月１日付）
昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職

（ 課 長 級 ）

吉 行　 進保健福祉課長 企画観光課長

富　　 充 弘企画観光課長 保健福祉課長

幸 田　 勝 光
教育委員会総務
課長兼給食ｾﾝﾀｰ
所長

教育委員会総務
課長

〇 美 沢　 久 子教育委員会あゆみ幼稚園園長
教育委員会のぞ
み幼稚園園長

飯 島　 陽 一農業振興課畑地灌漑対策監
九州農政局農村
振興部設計課事
業調整係長

（ 課長補佐級 ）

俊 山　 励 子保健福祉課長補佐兼福祉係長 保健福祉課主幹

○ 値　　 春 美教育委員会のぞみ幼稚園園長
教育委員会のぞ
み幼稚園教諭係
長

（ 係 長 級 ）

八 木　 敏 文総務課係長 企画観光課係長

古 沼　 寛 之保健福祉課係長 総務課係長

○ 賀 村　 秀 吉住民課クリーンセンター所長 老人福祉施設主査

○ 加 治 佐　 勉
大島地区消防組
合喜界消防分署
係長

大島地区消防組
合喜界消防分署
主査

寺 地　 良 知企画観光課商工観光係長
鹿児島県企画部
企画課専門員

（ 主 査 級 ）

林　　 浩 之水環境課主査 保健福祉課主査

夏 目　 淳 一企画観光課主査 総務課主査

植村　喜代子保健福祉課看護師
老人福祉施設看
護師

和 田　 征 美老人福祉施設看護師
保健福祉課看護
師

○ 輝　　 政 和
農業振興課主査
（農産物加工セ
ンター）

農業振興課主事
（農産物加工セ
ンター）

○ 元 山　 和 嗣教育委員会総務課主査
教育委員会総務
課主事

○ 豊 島　 正 季企画観光課主査 企画観光課主事

○ 宜名真福太郎総務課主査 鹿児島県（割愛
職員）

○ 濱 川　 健 一奄美群島広域事務組合主査
奄美群島広域事
務組合主事

○ 福 原　　 拓税務課主査 税務課主事

○ 豊　　 博 則住民課主査（クリーンセンター）
住民課主事（ク
リーンセンター）

昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職
（ 一 般 職 ）

朝 日　　 花企画観光課 保健福祉課

（ 幼稚園 ）

村 上　 寛 恵教育委員会のぞみ幼稚園
教育委員会あゆ
み幼稚園

（ 指導主事 ）

德 永　 寛 隆日置市教育委員会学校教育課
教育委員会指導
主事

宇治野　裕樹教育委員会指導主事
指宿市立柳田小
学校

（ 出 向 ）

久　 郁 弥後期高齢者医療広域連合 農業振興課主査

郷 田　 杏 里
奄美群島広域
事務組合（奄美
パーク）

企画観光課

碇山　あゆみ
鹿児島県保健福
祉部保健医療福
祉課国保指導室

会計課

（ 新規採用 ）

栄　　 岳 海農業振興課

乾　　 大 介保健福祉課

安 武　 憲 史
教育委員会生涯
学習課（埋蔵文
化財センター）

操　　 直 美
保健福祉課（児
童発達支援事業
所）

義 岡　 延 樹教育委員会あゆみ幼稚園
（ 退 職 者 ）平成28年３月31日付

栄　　 四 枝 教育委員会あゆ
み幼稚園園長

安 藤　 哲 志 教育委員会給食
センター所長

藤 廣　 麻 夫 住民課クリーンセ
ンター所長

美 沢　 勝 秀 農業振興課主幹

安 藤　 哲 子 保健福祉課主幹

東 郷　 茂 雄 早町支所係長

久山　みよ子 老人福祉施設係長

澄 岡　 翔 平 鹿児島県市町村
課研修

吉 住　 則 昭 老人福祉施設

異動　30 人、　新規採用　５人、　退職者　９人
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土砂降りの雨の中、勢いよく出走するこどもたち【２㌔スタート】 大人も負けじと完走を目指し出走【５・10㌔スタート】

鹿児島県LPガス協会奄美支部が主催する『親子
料理教室』が３月９日、中央公民館調理室で行

われた。今回、同協会などから最新のガスコンロ（計
５台）が寄贈されたことを記念して開催され、約 30
人の親子連れが参加した。グループに分かれて親子
でエビフライや唐揚げなど４品に挑戦し、親が優しく
包丁の使い方などを教えながら料理を楽しんでいた。
　福田春

しりゅう
琉くん（9才）は「初めて作ったので楽しく、

料理もおいしかった。また、機会があったら参加し
たい」と笑顔で話した。

親子料理教室

　子どもらが料理に挑戦！

親子で協力し挑戦！　じょうずに切れるかな？【提供写真】

春風舞う喜界路を駆け抜ける俊寛ジョギング大
会が３月６日、俊寛座像前を発着点とする

コースで行われた。当日は昨年に引き続きあいにく
の雨だったが、島内外から集まった１３４人のラン
ナーは雨にも負けず、各々の体力にあわせて２㌔、
５㌔、10㌔を楽しみながら完走した。
　２㌔小学男子の部１位の德田くんは「負けたくな
いという気持ちでスタートダッシュした。目標タイ
ムは切れなかったけど、１位をとれてよかった」と
笑顔を見せた。各部の優勝者は次のとおり【敬称略】

第 32 回俊寛ジョギング大会

　雨にも負けず、約１４０人のランナーが春風の喜界路を駆け抜ける！！
▷２㌔　小学男子①德田歩夢（８分５秒）小学女子
①岩井桃花（９分７秒）　一般男子①盛澤健太（９
分 56 秒）　一般女子①澄江智美（14 分 38 秒）　
▷ 5㌔　中学男子　①模幸正（18 分 46 秒）中学女
子①吉沢葉月（26分13秒）　一般男子①俊原光広（22
分０秒）　一般女子①澄千代乃（35 分 25 秒）
▷ 10㌔　一般男子①正木勇太（37 分 34 秒）　一般
女子①豊原周子（50 分 22 秒）
▷特別枠　長寿賞　福井一臣（71 歳）　遠来賞　島
袋盛一（奄美市）、小野寺俊幸（神奈川県）

町ソフトテニス連盟（竹田光会長）が主催する
「オーシャンカップ２０１６」が２月 28日、町

テニスコートで行われた。大会には 10 チーム 60 人
が参加し、ダブルス団体戦（３組）で競い合った。
　結果は、チームバランスを活かし接戦を制した喜
中女子（上地美緑・田向愛ペア、廣谷想歩・竹山奏
ペア、盛友愛・惠畑美希ペア）が優勝した。
　優勝した上地主将は「接戦も皆で力を合わせて優
勝できた。今後は、中学奄美地区大会で優勝してシー
ドを獲り、県大会制覇を目指したい」と力強く話した。

「最近の奄美地区大会で準優勝するなど、中学生の実力が急成長している」と関係者

Ocean Cup 2016

　ソフトテニスの技術向上を目指して
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他集落のムッチームライと同様の行事【提供写真】

佐手久婦人会（米田真由美会長）は２月２２日（旧
暦１月１５日・小正月）、ヒグルームライを行った。

集落内を廻り、チヂン（太鼓）を鳴らしながら八月踊
りや六調を踊り、一家繁栄や家内安全を祈願し、お礼
に各戸から寄付やお菓子をもらう。今回は子供育成会
の参加もあり賑やかだった。思照也区長は「集落を明
るくするため、これからも子供たちと一緒に続けていこ
う」と呼びかけた。同集落ではヒグルームライで冬行
事が終り、新春を迎えるという。【報告：北島公一さん】
※『ヒグルー』とは『寒い』や『冷や飯』という意味

ヒグルームライ・佐手久

　集落の子どもらが一家繁栄や家内安全などを祈願

優勝を笑顔で報告するメンバーら【南海日日新聞社提供】

名瀬ライオンズクラブが主催するストリートバ
スケ３on ３大会が３月５日、名瀬総合体育館

で開催され、３部門に計 25 チームが参加した。本
町からは高校男子の部に喜高バスケットボール部を
引退した３年生を主力とする Joy World チーム【八
木佑敏、岩元凌、藤原涼太郎、竹内真功（敬称略）】
が出場し、接戦を制し初優勝した。
　リーダーの八木くん（18 歳）は「苦しい試合もあっ
たが作戦が的中し優勝できた。高校生活最後に良い
思い出ができてよかった」と勝利を噛みしめた。

ストリートバスケ３ｏｎ３大会

　３人制バスケットボール大会で奄美制覇！！

子どもから大人まで楽しめる人形劇を目指す『人
形劇団クラルテ』（大阪市）はこのほど、ひま

わり第一保育園とあゆみ幼稚園を訪問し、人形を使っ
た遊びで園児らを楽しませた。クラルテは、ペンギン
の服を着た主人公が南極で冒険する『おーいペンギ
ンさーん』公演のため来島。団員らは多くの子供たち
に人形劇を知ってもらいたいと同園を訪れたという。
　戸内心

このは

羽ちゃん（６才）は「ペンギンの人形の動
きがかわいかったし、手遊び歌もおもしろかった」と
笑顔を見せた。

ペンギンの人形が近づくと大興奮で触る子・泣く子がおり反応も様々

人形劇団クラルテ・鹿児島子ども芸術祭典

　ペンギン人形に子どもら大興奮！

朝日酒造株式会社（喜禎浩之社長）が主催する
私達の島を伝えたいコンクールの授賞式がこ

のほど、朝日酒造蔵で行われた。今回は、『家族の絆
（心のふれあい）』の詩がテーマ。同コンクールには
高校生以下の生徒・児童から５２０点の応募があり、
親子の日常や感謝を表現した詩が多く寄せられた。
　最高賞の朝日酒造賞には『バッティング』の德永
侑磨くん（喜小５年）と『夕暮れ』の德幸華さん（喜
中２年）の作品が輝き、その他、優秀賞 12点、特選
33点、入選 59点が選ばれた。

作品は日常と親への感謝の気持ちを表した作品が多かった

朝日酒造「私達の島を伝えたい」コンクール

　今年は家族の絆がテーマ
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県大島支庁が認定する『あまみ地域づくり褒賞』が
発表され、その伝達式が 3月11日、同庁喜界事

務所会議室で行われた。同賞は、群島の特色を活かし
た観光振興や、地域文化・歴史の保存伝承と地域に根
ざした人材育成に貢献している個人、団体に贈られる。
　川畑さんは、平成 24 年にＮＨＫ大阪ホールで開催さ
れた『日本民謡ヤングフェスティバル』でグランプリを受
賞するなど数々の受賞歴があり、さらに喜界島独特の風
土から生まれた歌唱法と張りのある歌声を活かし、日本
国内のみならず海外まで及ぶ幅広い活動が認められた。

あまみ地域づくり褒賞

　喜界の歌姫・川畑さおりさんが受賞！！

原島秀勝 大島支庁喜界事務所長（川嶺出身・左）と記念撮影する川畑さん（右）

喜界町軟式野球連盟発足 40 周年記念祝賀会が
２月 20 日、幸陽苑で開催された。

　祝賀会には歴代会長や元プロ野球選手の美沢さん
（元西武、上嘉鉄出身）など多くの関係者が祝福に
駆けつけた。参加者はこれまでの歴史を振り返りな
がら今後の「島の野球の発展」を誓った。柳常雄会
長は「節目のお祝いをできたのもみなさんのおかげ。
これまでのご協力に感謝したい」とお礼を述べた。
　本町では約３００人の連盟会員（登録 18 チーム）
が野球を楽しみ、健康づくりや地域活動をしている。

歴史ある町野球連盟のお祝いに多くの野球関係者が集まった

町軟式野球連盟発足 40周年

40 年の歴史を振り返り盛大に開催！

高校生ボランティア『ウガンダへ野球道具を届
ける委員会』（榮光

ひか り
里委員長）は２月 18 日～

３月 10 日までの約３週間、役場ロビーに箱を設置
して野球道具提供を呼びかけた。
　この活動は、ウガンダに派遣されている国際ユー
スボランティア・住岡尚

なおき
紀さん（湾出身・20 才）が、

同国での海外協力青年隊による野球普及活動をＳＮ
Ｓ（インターネット上の社会的ネットワーク）上で
呼びかけたことから始まった。その活動を知った榮
さんは、すぐに同級生らに協力者を募り、チラシな

ウガンダの子どもたちに野球を

　高校生ボランティアの呼びかけで、ウガンダに野球道具を届ける

高校生ボランティア・発起人の榮さんは後列右から３番目

どを使って広報活動を開始した。
　賛同した町民から集まった野球道具は、軟式など
のボールが２３５個、バット 44 本、グローブ 29 個。
さらに、生徒らは募金も呼びかけ一緒に送った。
　榮さんは「みんなの呼びかけと善意の気持ちでた
くさん集まった。この野球道具でウガンダの子ども
たちに野球を楽しんでほしい」と笑顔で語った。
　これらはいったん独立行政法人国際協力機構（通
称：ＪＩＣＡ・東京都）で取りまとめられた後、ウ
ガンダの子供達の元へ発送される。

善意で集まった野球道具
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平
成
28
年
度
か
ら
「
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
18
回
に
わ
た
り
開
催
し
て
き

た
「
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
で
す

が
、
時
代
の
変
化
や
参
加
者
等
の
意
見
を

踏
ま
え
、「
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
」

と
し
て
町
民
の
生
涯
学
習
意
欲
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

①
公
民
館
講
座
合
同
閉
講
式　

②
文
化

の
日
フ
ェ
ス
タ　

③
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
を

統
合
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
①
公
民
館
講
座
受
講
生
に
よ
る

舞
台
発
表　

②
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
舞

台
発
表　

③
一
般
町
民
に
よ
る
舞
台
発
表

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
分
科
会
に
お
け

る
取
組
テ
ー
マ
や
実
践
事
項
に
つ
い
て
は
、

各
主
管
課
を
中
心
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。　
　

 「
き
ら
り
と
輝
く　

い
い
島　

喜
界
島
」を

よ
り
良
い
島
に
す
る
た
め
郷
土
愛
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

※ 

喜
界
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総

会
が
５
月
22
日
（
日
）
午
後
か
ら
町
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
の
生
涯

学
習
推
進
大
会
で
記
念
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
「
矢
野
大
和
氏
」
が
再
来

島
し
、
口
演
を
行
い
ま
す
。
一
般
町
民

も
参
加
可
能
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

④
町
体
育
館
内
外
に
て
公
民
館
講
座
受

講
生
の
作
品
展
示　

⑤
一
般
町
民
の
作
品

展
示
や
体
験
型
展
示　

⑥
各
種
の
体
験

コ
ー
ナ
ー　

⑦
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
等
を
取

り
入
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
隔
年
ご
と

に
記
念
講
演
会
を
実
施
し
、
町
民
個
々
の

生
涯
学
習
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
」
表
彰
式

分科会の様子（第４分科会）

矢野氏による記念講演会の様子
（Ｈ２７．１１．２９（日））

学校・学年 名　前 冊数
早町小 1年 東郷　和奏 883

早町小２年 都　　瞭菜 573

喜界小３年 中村　吏里 620

早町小４年 西山　明里 437
早町小５年 中島　　天 439
早町小６年 伊藤　心悠 411
喜界中１年 碇山　東子 447

喜界中２年 竹内　桃香 195

喜界中３年 叶　眞優希 480

　

３
月
14
日（
月
）

平
成
27
年
度
「
豊

か
な
心
を
育
て
る

読
書
大
賞
（
年
間

多
読
者
賞
）」
の

表
彰
式
が
喜
界

町
役
場
多
目
的
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
読
者
賞
を
受
賞

し
た
児
童
・
生
徒

は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
鹿
児
島
学
習
状
況
調
査
結
果

　

平
成
27
年
１
月
13
日
、
14
日
に
県
下
の

全
て
の
小
学
５
年
生
、
中
学
１
・
２
年
生

を
対
象
に
、
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
左
の
グ
ラ
フ
は
、
県
の

平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
喜
界
町
の

学
力
の
状
況
で
す
。

果
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
全
教
科
に
お

い
て
、
文
章
を
書
い
た
り
用
語
を
記
入
し

た
り
す
る
記
述
式
の
問
題
や
知
識
を
活
用

し
て
考
え
る
問
題
に
な
る
と
正
答
率
が
下

が
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

【
中
学
校
の
考
察
】

　

中
学
１
・
２
年
生
に
お
い
て
、
国
語
が

県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
数
学

に
お
い
て
は
、
中
学
１
年
生
が
県
平
均
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学

２
年
生
の
数
学
、
１
・
２
年
の
社
会
・
理

科
・
英
語
に
お
い
て
は
下
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
設
問
ご
と
の
誤
答
傾
向
か
ら
、
中

学
校
も
小
学
校
同
様
に
記
述
式
の
問
題
や

活
用
問
題
の
正
答
率
が
下
が
る
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。

【
小
学
校
の
考
察
】

　

小
学
５
年
生
は
、

理
科
が
県
平
均
を

上
回
り
ま
し
た
が
、

国
語
・
社
会
・
算

数
に
お
い
て
は
県

平
均
を
下
回
り
ま

し
た
。
特
に
国

語
・
算
数
の
落
ち

込
み
が
大
き
い
結

【小学５年生の結果】

【中学１年生の結果】

【中学２年生の結果】
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

お
子
さ
ん
の
い
る
転
入
ご
家
族
の
方

　

予
防
接
種
等
の
履
歴
の
確
認
が

必
要
で
す
。
母
子
手
帳
を
も
っ
て

保
健
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

た
認
識
を
持
た
な
い
よ
う
に
、
ま

た
「
１
本
ぐ
ら
い
･
･
･
」
と
軽

い
気
持
ち
で
喫
煙
を
始
め
な
い
よ

う
に
周
り
の
大
人
が
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
の
理
由

で
判
断
能
力
が
充
分
で
な
い
人
が

財
産
管
理
や
、
日
常
生
活
で
の
契

約
を
行
う
と
き
に
、
判
断
が
難
し

く
不
利
益
を
被
っ
た
り
、
悪
質
商

法
の
被
害
者
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、

権
利
と
財
産
を
守
れ
る
よ
う
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

喜
界
町
で
は
、
成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

成
年
後
見
人
等
選
任
の
申
し
立

て
に
関
す
る
支
援

　

成
年
後
見
人
等
の
選
任
に
当
た
っ

て
は
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し
立

て
が
必
要
で
す
。
申
し
立
て
が
で

き
る
親
族
等
が
い
な
い
場
合
、
市

町
村
長
に
よ
る
申
し
立
て
を
行
い

ま
す
。

● 

審
判
請
求
に
要
す
る
費
用
に
関

す
る
支
援

　

審
判
請
求
に
当
た
っ
て
は
収
入

印
紙
代
や
登
記
印
紙
代
、
診
断
書

料
や
鑑
定
料
等
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
費
用
の
助
成
を
受
け
な
け
れ

ば
審
判
請
求
が
で
き
な
い
方
に
対

し
て
、
そ
の
費
用
に
関
す
る
支
援

支
援
の
内
容

今
回
は
、「
禁
煙
」

「
禁
煙
」に
つ
い
て
で
す
。

町
民
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

・ 

喫
煙
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
禁
煙

を
努
力
す
る

・
吸
い
始
め
な
い
（
特
に
未
成
年
者
）

　

喜
界
町
は
、
国
や
県
に
比
べ
喫

煙
率
が
20
％
以
上
高
い
現
状
で
す
。

 

「
か
ら
だ
に
悪
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
け
ど
、
な
か
な
か
止
め
ら

れ
な
い
」「
禁
煙
し
た
こ
と
が
あ

る
け
ど
、
ま
た
吸
い
始
め
て
し

ま
っ
た
」
と
い
う
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
禁
煙
し
よ
う
!!
」
と
思
っ
た

ら
、
そ
の
時
が
禁
煙
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　

禁
煙
方
法
は
〝
自
力
禁
煙
〞〝
薬

局
の
薬
で
禁
煙
〞〝
病
院
（
禁
煙

外
来
）
で
禁
煙
〞
の
3
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

禁
煙
し
よ
う
!!
た
ば
こ
に
つ
い

て
ち
ょ
っ
と
話
が
し
た
い
な
、
と

を
行
い
ま
す
。

● 

成
年
後
見
人
等
の
業
務
に
対
す

る
報
酬
に
関
す
る
支
援

　

成
年
後
見
人
等
へ
の
報
酬
に
つ

い
て
は
家
庭
裁
判
所
が
決
定
し
ま

す
。
報
酬
に
関
す
る
支
援
を
受
け

な
け
れ
ば
成
年
後
見
制
度
の
利
用

が
で
き
な
い
方
へ
そ
の
費
用
に
関

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
65
ー

３
５
２
２
）

平
成
28
年
４
月
よ
り

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
総
合
事
業
）

が
始
ま
り
ま
す
！

★ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
と
は
？

　

今
後
も
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
認
知

症
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
地

域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
自
身
も
自
ら
の
持

つ
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て
要

介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
、
介
護
保
険
制

度
に
お
い
て
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

思
っ
た
ら
保
健
福
祉
課
（
☎
65
ー

３
５
２
２
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

喫
煙
マ
ナ
ー

　

ポ
イ
捨
て
は
も
ち
ろ
ん
マ
ナ
ー

違
反
で
す
が
、
近
年
話
題
の
「
受

動
喫
煙
」

　

人
に
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
せ
な

い
た
め
に
は
、
風
向
き
を
考
え
、

入
り
口
か
ら
10
ｍ
以
上
離
れ
て
吸

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
喫
煙
後
の

吐
く
息
や
衣
類
・
髪
の
毛
な
ど
か

ら
も
有
害
物
質
は
出
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

禁
煙
は
い
つ
で
も
、
何
度
で
も

挑
戦
で
き
ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
周
り
の
人
も
禁
煙
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

未
成
年
者
の
喫
煙

　

親
（
特
に
両
親
）
が
喫
煙
者
だ

と
、
子
ど
も
が
喫
煙
者
に
な
る
確

率
は
高
く
、
未
成
年
の
う
ち
に
喫

煙
を
始
め
る
と
、
肺
が
ん
を
は
じ

め
、
か
ら
だ
が
受
け
る
障
害
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。

〝
た
ば
こ
は
大
人
〞〝
た
ば
こ
は

か
っ
こ
い
い
〞
と
い
っ
た
間
違
っ

★
何
が
変
わ
る
の
？

　

本
町
で
は
、現
在
「
要
支
援
１
・

２
」
の
方
が
利
用
し
て
い
る
「
訪

問
介
護
」「
通
所
介
護
」
の
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
事
業
に
移
行
し
、
町

の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
利
用
の
仕

方
や
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
対
象
者

① 

要
介
護
認
定
「
要
支
援
１
・
２
」

の
方

② 

「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス（
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
）」「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）」
の
み
の
利
用

を
希
望
し
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
よ
り
事
業
対
象
者
と
判

定
さ
れ
た
方

　

今
後
、
多
様
な
主
体
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
等
、

様
々
な
人
・
団
体
）
に
よ
る
活
動

を
支
援
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
展

開
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
☎
65
ー
３
６
８
５
）

同
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
ー
３
５
２
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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～
サ
ン
ゴ
通
信
～

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

第
11
回　

シ
ャ
コ
ガ
イ 

　
　

〜
サ
ン
ゴ
礁
に
住
む
巨
大
二
枚
貝
〜

 　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
で
は
サ

ン
ゴ
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ン
ゴ
礁
に
棲
む

生
き
物
全
て
が
研
究
対
象
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
サ
ン
ゴ
と
並
び
環
境
記
録
計

と
し
て
有
用
な
の
が
、シ
ャ
コ
ガ
イ
で
す
。

海
の
中
で
サ
ン
ゴ
に
埋
も
れ
な
が
ら
、
カ

ラ
フ
ル
な
外が

う
と
う
ま
く

套
膜
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
さ
せ
て
い

る
貝
を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か

（
右
上
写
真
）。

　

現
在
の
海
に
住
む
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
仲
間

は
８
種
類
が
知
ら
れ
て
お
り
、
太
平
洋
お

よ
び
イ
ン
ド
洋
の
サ
ン
ゴ
礁
に
棲
ん
で
い

ま
す
。
中
で
も
オ
オ
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
世
界

 

最
大
の
殻
を
つ
く
る
二
枚
貝
で
す
。
サ
ン

ゴ
と
同
じ
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
で
き
た

シ
ャ
コ
ガ
イ
殻
を
蝶
番
か
ら
縁
辺
部
に
か

け
て
切
断
す
る
と
、
美
し
い
年
輪
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
右
下
写
真
）。

ま
た
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
1
日
に
1
度
、
殻
の

開
閉
を
し
て
、
年
輪
よ
り
さ
ら
に
細
か
い

日
輪
を
刻
み
ま
す
。
そ
の
日
輪
の
記
録
か

ら
1
日
単
位
の
水
温
や
日
射
量
、
台
風
の

記
録
が
読
み
取
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

喜
界
島
は
過
去
10
万
年
前
か
ら
現
在
ま

で
の
化
石
サ
ン
ゴ
礁
で
形
成
さ
れ
て
お

り
、
と
て
も
希
少
で
す
が
シ
ャ
コ
ガ
イ
の

化
石
も
発
見
さ
れ
ま
す
。
化
石
の
シ
ャ
コ

ガ
イ
か
ら
喜
界
島
の
歴
史
の
中
で
台
風
の

頻
度
や
降
雨
量
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
か
わ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
化
石

の
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
ビ
ー
チ
の
岩
の
中
や
畑

な
ど
か
ら
出
て
き
て
い
ま
す
（
左
写
真
）。

　

先
日
は
赤
連
の
永
井
さ
ん
の
お
宅
の
井

戸
か
ら
立
派
な
シ
ャ
コ
ガ
イ
を
採
取
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
家

の
お
庭
や
遊
び
場
に
シ
ャ
コ
ガ
イ
が
埋

ま
っ
て
い
た
ら
、
埋
ま
っ
た
状
態
の
ま
ま

に
し
て
、研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

喜
界
島
の
気
候
の
歴
史
を
語
る
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
す
！

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

　

電
話
：
０
９
９
７
（
６
６
）
０
２
０
０

　

メ
ー
ル
：m

ail@
kikaireefs.org
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『
広
報
き
か
い
』
の
ア
プ
リ

　

配
信
を
は
じ
め
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
本
町
で
は
、
本
誌
『
広
報

き
か
い
』
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
ア

プ
リ
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

■ 

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
Ｔ
Ｖ
で
広

報
誌
を
読
む

　

対
象
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
登

録
す
る
と
、
本
誌
を
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ペ
ー
ジ
め
く
り
や
拡
大
縮
小
な

ど
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※ 
テ
レ
ビ
で
も
閲
覧
で
き
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
な
ど
が
提
供
す
る
『
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ

+

』
が
必
要
で
す

■
新
着
情
報
を
見
る

　
『
広
報
き
か
い
』
を
『
読
者
登
録
』
す

る
と
、
新
着
情
報
か
ら
新
し
い
『
広
報

き
か
い
』
を
確
認
し
、
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
誌
だ
け
で
な
く
全
国
の
約

３
０
０
自
治
体
が
登
録
し
て
い
る
た
め
、

『
読
者
登
録
』
で
気
に
な
る
自
治
体
の
広

報
誌
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
カ
テ
ゴ
リ
分
け

　

現
在
、
本
町
で
は
広
報
誌
の
提
供
の

み
と
な
り
ま
す
が
、
気
に
な
る
自
治
体

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
な
ど
の
掲
載
も
あ
り
ま
す
。

■
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
シ
ェ
ア

　

気
に
な
る
記
事
を
切
り
抜
い
て『
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
』
や
『
ツ
イ
ッ
タ
ー
』、『
ラ

イ
ン
』
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
で
、
他
の
ユ
ー

ザ
ー
と
気
軽
に
共
有
で
き
ま
す
。

■
プ
ッ
シ
ュ
通
知
機
能

　

新
着
号
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
、
ス
マ

ホ
な
ど
に
プ
ッ
シ
ュ
通
知
が
届
き
ま

す
。
何
度
も
確
認
す
る
手
間
が
省
け
る

の
で
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
煩
わ
し
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

比
べ
便
利
に
な
る
『
ｉ
広
報
誌
』　

み
な

さ
ん
も
登
録
し
て
、
広
報
誌
を
持
ち
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
※
ア
プ
リ
内
で
広
告
が
表
示
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町
が
勧
め
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
】
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『ｉ広報紙』を登録しよう！

右のタグをスマホの『ＩＣタグ・バーコードリー
ダー』で読み取とるか、お使いのブラウザで『ｉ
広報紙』で検索し、プレイストアなどのサイト
に移動。手順にしたがってインストールしてく
ださい。
インストールが完了し、アプリを開いたら❷へ。

❶アプリをインストール
「性別・生年月」で「性別」と「生年月」を入力後、
「利用開始」ボタンを押し、『ｉ広報紙』の利用
がスタートします。
※ 性別と年月日は入力しなくても登録できます
が、読者層を把握したいと思いますので、お
手数ですが、入力をお願いします！

❸その他の情報を登録

『ｉ広報紙』を起動したら、「はじめる」ボタン
を押す。「エリア選択」で「現在地から探す」「郵
便番号から探す」か「地域から探す」を選び、「喜
界町」を検索し、「次へ」を押す。
「興味ある分野」で「イベント」、「子ども」な
どから気になるジャンルをチェックし「次へ」
を押す。

❷地域を登録
『ｉ広報紙』のタグ中にある「広報紙」を選択
すると、広報きかいを閲覧することができます。
※平成 27年 4月号から閲覧可能です。
　 また、気になる地域の広報誌を登録すること
も可能です。ただし「i 広報紙」を契約して
いる市町村に限ります。

❹ｉ広報紙を閲覧

13　Kikai Public Relations 2016.4



　
「
た
び
レ
ジ
」
と
は
、
海
外

旅
行
者
・
出
張
者
な
ど
、「
在

留
届
」
提
出
義
務
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
３
ヶ
月
未
満
の

短
期
渡
航
者
に
、
現
地
で
の
滞

在
情
報
（
旅
程
・
滞
在
先
・
連

絡
先
等
）
を
登
録
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

緊
急
事
態
発
生
時
に
、
在
外

公
館
か
ら
安
全
に
関
す
る
情
報

が
送
ら
れ
る
と
と
も
に
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
安
否
確
認
等
に

も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
は
、『
た
び
レ
ジ
』
で

検
索
す
る
か
、こ
ち
ら
ま
で（ht

tps://w
w
w
.ezairyu.m

ofa.
go.jp/tabireg/

）

〜
国
定
公
園
内
で
の
開
発
行
為

等
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
〜

　

奄
美
群
島
地
域
は
、
自
然
の

風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
利
用
促
進
を
図
り
、国
民
・

県
民
の
保
健
・
休
養
・
教
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国

定
公
園
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

国
定
公
園
内
で
は
、
優
れ
た

風
景
地
を
保
護
す
る
た
め
、
自

然
公
園
法
に
基
づ
き
、
各
種
開

発
行
為
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
定
公
園
内
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
な
開
発
行
為
等
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
県
知
事
へ
の

許
可
申
請
・
届
出
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
の
必
要
な
行
為（
一
例
）】

・ 

工
作
物
（
建
築
物
を
含
む
）

の
新
築
・
改
築
・
増
築

・
木
竹
の
伐
採

・ 
広
告
物
の
掲
出
（
案
内
板
等

を
含
む
）

・
開
墾
・
土
地
の
形
状
変
更

・
鉱
物
や
土
石
の
採
取

・
屋
根
・
壁
面
の
色
彩
の
変
更

・ 

環
境
大
臣
が
指
定
す
る
植
物

の
採
取
又
は
損
傷　

等

【
許
可
申
請
・
届
出
の
手
続
き
】

（
１
）
申
請
・
届
出
の
様
式

・ 

様
式
・
必
要
な
添
付
書
類
・

記
載
要
領
に
つ
い
て
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
２
） 

標
準
的
な
処
理
期
間　

・ 

通
常
約
１
か
月
を
必
要
と
し
ま

す
。
（
書
類
に
不
備
が
あ
っ
た

場
合
の
補
正
の
期
間
は
除
く
）

（
３
） 

注
意
事
項

・ 

行
為
の
種
類
、
規
模
、
地
種
区

分
の
違
い
に
よ
り
手
続
き
等
に

違
い
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
行

為
の
場
所
や
内
容
に
よ
っ
て
は
、

許
可
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

外
務
省
海
外
旅
行
登
録

　
　
「
た
び
レ
ジ
」
に
つ
い
て

国
定
公
園
内
で
の

　
　
　
　
　

行
為
に
つ
い
て

こ
と
か
ら
、
事
前
に
大
島
支
庁

総
務
企
画
課
も
し
く
は
関
係
市

町
村
役
場
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

奄
美
群
島
国
定
公
園
で
は
、
採

取
又
は
損
傷
を
行
う
場
合
に
許

可
が
必
要
な
植
物
と
し
て
環
境

大
臣
が
指
定
し
て
い
る
植
物
が

84
種
（
イ
ソ
マ
ツ
、
ミ
ズ
ガ
ン

ピ
、
ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
等
）
あ
り
ま

す
。
国
定
公
園
内
で
植
物
を
採

取
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
植
物

が
指
定
種
に
該
当
し
な
い
か
事

前
に
大
島
支
庁
総
務
企
画
課
も

し
く
は
関
係
市
町
村
役
場
に
御

確
認
く
だ
さ
い
。

・ 

自
分
の
所
有
地
で
も
、
国
定

公
園
内
で
の
行
為
に
つ
い
て
は
、

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
違
反
行
為
に
つ
い
て
】

自
然
公
園
法
の
規
定
に
違
反
し

た
行
為
や
無
許
可
で
の
行
為
等

に
つ
い
て
は
罰
則
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
定
公
園
区
域
内

で
の
許
可
申
請
・
届
出
に
つ
い

て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
支
庁
総
務
企
画
課　

商
工

観
光
係　

☎
０
９
９
７
（
５
７
）

７
２
１
５

行
為
地
の
市
町
村
役
場　

【
許
可
申
請
書
の
提
出
先
】

行
為
地
の
市
町
村
役
場

【
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索

方
法
）】

鹿
児
島
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓

く
ら
し
・
環
境
↓
環
境
保
全
・

自
然
保
護
↓
自
然
公
園
↓
行
為

許
可
申
請
書
・
届
出
書
様
式

　

長
崎
税
関
で
は
、
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
等
開
催
に
伴
い
、
空

港
で
の
手
荷
物
検
査
や
港
で
の

船
舶
の
取
締
り
、
輸
出
入
貨
物

検
査
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
等
の
開

催
に
伴
う
水
際
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
】
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.custom

s.go.
jp/new

s/new
s/oshirase/

20160303.htm

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
４
６
１
）
９
６
１

（
シ
ロ
イ 

ク
ロ
イ
）

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有

者
（
使
用
者
）
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
今
年
の
納
期

限
は
5
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　

5
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

○
納
税
方
法

　

金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ペ
イ
ジ
ー
収
納
の
ほ
か
、
ご
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
らY

ahoo!

公
金
支

払
い
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
が
で
き
ま
す
。

・ 

利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド

　

V
ISA
,M
asterCard,JCB,

ダ

イ
ナ
ー
ス,A

m
erican Express

な
ど

※ 

利
用
期
間
は
5
月
6
日（
金
）

か
ら
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車

税
課　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）

５
６
１
１

大
島
支
庁
県
税
課　

☎
０
９
９

７
（
５
７
）
７
２
２
９

長
崎
税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
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暮らしの情報 インフォメーション

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

有料広告

有料広告

　現在、お家で眠ったままの
ピアノはありませんか？
　使われなくなったピアノを
お譲りください。
　どんなピアノでも無料査定いたします。
　先ずはお電話ください。
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○児童手当
　児童手当は、子どもの健やかな成長を目的として
支給される手当です。出生、転入・転出などがあっ
たときは、役場保健福祉課へ届出をしていただくよ
うお願いいたします。原則、申請手続きされた翌月
分から支給となります。
※ 出生、転入などの手続きだけでは支給されません
ので、必ず児童手当の申請も行ってください（公
務員は職場へ）。
○こども医療費助成金
　H27年度から18歳で迎える最初の3月31日（高
校卒業まで）に拡大し、医療費を助成しております。
（高校へ進学していなくても対象としています）
　◇助成額
　　住民税課税世帯のこどもは月3,000円を超えた
　　額非課税世帯のこどもは全額助成の対象です。
　　（ただし、高額療養費などある場合はどちらも
　　  差し引きます）
　◇助成を受けるには
　　こども医療費助成金を受けるためには、登録申
　　請をする必要があります。申請には以下のもの
　　を持参し保健福祉課へおこしください。

　　①印鑑（認印）
　　②対象のこどもの保険証
　　③振込希望の通帳（保護者名義のもの）
　※ただし、生活保護世帯、重度心身障害者医療費
　　助成制度・ひとり親家庭医療費助成制度の対象
　　者、婚姻している場合は対象外です。
○寡婦家庭医療費助成金
　寡婦家庭医療費助成金とは、死別や離婚などでひ
とり親となり、児童（18歳未満）を養育していた
方の医療費を助成するものです。対象は、①住民税
が非課税②扶養されていない③70歳未満④他の医
療費助成の対象者でない、4つ全てを満たす方です。
　外来：月に10,000円を超えた額　
　入院： 月に 25,000円を超えた額（入院と外来両

方ある場合も同様です）
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町からのおしらせ
Information from town 

【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお
越しいただいた場合、予約状況によりお断りするこ
ともありますのでご了承ください。相談内容にもよ
りますが、１件につき30分～１時間程度を想定し
ています。予約された方でも時間が前後することが
ありますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～ 17:15）
【連絡先 (予約先 )】喜界町役場住民課生活環境係

☎６５－３６８７

　奄美大島年金事務所から専門員が来島し、年金相
談を実施します。この機会にぜひご利用ください。

【内容】国民年金･厚生年金の年金受給に関すること。
【予約】事前予約を住民課年金係の窓口又は電話で
受付します。相談者及び配偶者氏名・基礎年金番号・
電話番号・相談内容等について確認をします。
※ 予約状況により、ご希望の日時を調整させていた
だく場合がありますので、予めご了承願います。
※ 予約なしでお越しの場合、予約状況によっては、
お断りすることもあります。相談時間に限りがあ
りますので、事前予約されることをお勧めします。

【問い合わせ・予約申込み先】役場住民課　年金係
電話６５－３６８７

【募集職種】介護職（若干名）
【勤務先】特別養護老人ホーム喜界園
【募集要件】経験、性別は問いませんが、介護福祉士、
ホームヘルパー等の資格がある方は、優遇されます。
【募集期間】随時受け付けますが、定員に達し次第
終了します。
【その他】雇用条件、処遇等詳しいことは、下記へ
お問い合わせください。（お問い合わせについては、
土・日・祝日を除く平日の８時 30 分から 17 時
15分まで）
【問い合わせ先】喜界町特別養護老人ホーム喜界園
喜界町赤連69番地、☎ ０９９７－６５－０２９４
　　　　　　　　　　　　  　　担当者　初 、大山

○ 特別障害者手当及び障害児福祉手当の支給金額の
変更について
　H28年度から、特別障害者手当及び障害児福祉
手当の支給金額が変わります。
　特別障害者手当：月額26,830円

　（H27年度は26,620円）
　障害児福祉手当：月額14,600円

　（H27年度は14,480円）
○児童扶養手当
　児童扶養手当とは、死別や離婚などでひとり親と
なった世帯を対象とした手当です。所得や扶養人数
により、金額が決められます（所得制限あり）。
※ ただし、婚姻していなくても事実婚状態である場
合は対象外です。　　　　

月額：9,990円～ 42,330円
○ひとり親医療費助成制度
　ひとり親医療費助成制度は、死別や離婚などでひ
とり親家庭となった家庭の医療費を助成する制度で
す（所得制限あり）。
※ 原則、児童扶養手当・ひとり親医療費助成ともに
児童が18歳になって迎える最初の3月 31日ま
で（高校卒業に相当する年齢まで）。
○特別児童扶養手当
　特別児童扶養手当は、20歳未満で心身に障がい
のある児童を扶養するために、保護者もしくは養育
者に支給される手当です（障がいの程度により金額
を決定、所得制限あり）。

　　月額：1級 51,500円　　2級 34,300円

住民課からのおしらせ　１
「司法書士による無料法律相談会の開催」

開催日 場　所 時　間
平成28年５月 18日（水）役場研修室 13:30 ～ 16:00
平成 28年５月 25日（水）早町支所 13:30 ～ 16:00

住民課からのおしらせ　２
「予約制による年金相談の開催」

喜界園からのおしらせ
「臨時職員募集のご案内」

保健福祉課からのおしらせ
「各種手当・制度について」

開催日 場　所 時　間
平成28年５月 25日（水）トレーニング室 13:30 ～ 16:30
平成 28年５月 26日（木）トレーニング室 09:00 ～ 11:30

　当日、年金相談にお越しの際は、年金手帳（基
礎年金番号通知書）・年金証書・振込通知書等
のほか、相談者本人であることを確認できるも
のをご持参のうえ、予約時間までに会場にお越
しください。
※ 代理の方が相談に来られる際には、委任状と
来られる方の身分証明（運転免許証など顔写
真があるもの）が必要になります。
※ ご都合により来庁できない場合は、ご連絡を
お願いします。
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　
西　西　悦悦

えつしえ つ し

志志  くんくん

　耕大・高１、美郷・中３、慎之佑・小６。それぞ
れ大好きなスポーツに打ちこみ、大切な友人に囲ま
れて過ごしている３人。少しずつ大人になっていく
子供達を応援することができ、とても幸せです。あ
なた達の夢が現実となるよう、努力を忘れずに！！
　これからもずっと応援しています。（父母より）

【志戸桶】【志戸桶】

　悦志、１歳おめでとう。
　いつも愛嬌いっぱいで、家族だけでなく、周りの
人達にもたくさん可愛がってもらってるね。たまに
はおこりんぼさんになるけど、そんな悦志がパパと
ママは大好きだよ♡これからも笑顔で、毎日を楽し
く過ごそうね！（父母より）

【中里】【中里】

竹下　竹下　耕耕
こうだいこうだい

大大くん（15歳・左）・くん（15歳・左）・美美
みさとみ さ と

郷郷さん（14歳・右）さん（14歳・右）

　　　　　　慎慎
しんのすけしんのすけ

之佑之佑くん（10歳・中央）くん（10歳・中央）（父（父　　繁樹・母繁樹・母　　玲央奈）玲央奈）（父（父　　智之・母智之・母　　あづさ）あづさ）

今月の花 ～オオシマウツギ・ゴモジュ～～オオシマウツギ・ゴモジュ～

▶ 百の台で白さを際立たせ
咲き誇るオオシマウツギ
と、その隣で朱色の実を
つけるゴモジュ。

　オオシマウツギは、ユキ
ノシタ科に属する奄美の固
有種で、低地から山地の林
縁に生える落葉低木。写真
では小さく見えるが、花は
わりと大きく花弁は長さ８
～ 11㍉になる。日当たり
のよい低地から山地の林縁
や路傍などに生育する。ウ

▲オオシマウツギ▲オオシマウツギ

　今月の広報『きかい』の題字は、今月最
上級生（６年）になった早町小学校の３人。
みんなに「将来の夢」を尋ねてみました。
　吉田さんは「人をケガや病気から守って助
けてあげることができる看護師になりたい」。西
くんは「大好きなサッカーか新極真空手の選
手になって活躍したい」。保科くんは「台風や
地震などの災害でもびくともしない頑丈な家を
作ることができる立派な大工になりたい」と話
してくれました。
　喜界の将来を担う子供達がそれぞれの夢
をもって、大きくたくましく育ってほしいですね。
みなさんの夢が叶えられる日が来るのを期待し
ています。

『き』吉田　光
ひかり

里さん
『か』西　茶

さすけ

丞くん
『い』保科　空

そ ら

大くん

－今月の題字－－今月の題字－

ツギの花言葉は「古風」「風
情」「秘密」
　ゴモジュはスイカズラ科
で奄美以南に分布。今年２
月号の同コーナーで紹介し
た「ゴモジュ」の実。樹高
は１～４㍍で、花冠は漏斗
状、筒部の長さは４～５㍉。
白色かピンク色の花を咲か
せた後に朱色の実をつける。
花や実が美しく常緑のため、
庭木や生け垣にも使われる。
　花言葉は「勤勉」

▲ゴモジュ▲ゴモジュ
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ま
だ
わ
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さ
ん
ど

<

萌
葉
会>

福
祉
の
世
と
な
り
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
給
食
に　

鍋
釜
要
ら
ず
感
謝
は
尽
き
ぬ

入
院
し
思
い
や
る
夫め

お
と婦

う
ら
や
ま
し　

お
じ
さ
ん
の
語
る
昔
話
に
ホ
ロ
リ

陽
を
あ
び
て
両
手
広
げ
し
桃
の
花　

心
浮
き
た
つ
節
句
の
祝
い

生
の
レ
ー
ス
ウ
ェ
ア
ー
も
鮮
や
か
観
戦
の　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
迫
力
あ
り
て

現い

ま在
三み

つ

ご

ツ
児
昔
才
女
自
尊
心　

尚
捨
て
き
れ
ず
我
道
を
行
く

生
き
て
行ゆ

く
生
き
て
い
た
い
と
病
床
の　

亡つ

ま夫
の
叫
び
が
耳
に
残
れ
り

春
盛
れ
ば
新に

い
く
さ草

萌
ゆ
る
田
舎
路　

土ど

て手
に
菜
の
花
い
ろ
ま
さ
り
け
り

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

落お
ち
う
ど人

ら
潜
み
住
ま
い
し
日
向
路
の　

椎
葉
の
郷さ

と

に
戦と

も友
を
訪
ね
る

鈴
架
け
て
恋
人
待
ち
し
鶴
富
の　

屋
敷
の
傍か

た

え
に
戦と

も友
の
家
在
り

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

豊
島　

瞳

佐
東　

喜
三
郎

喜界町の推計人口
（平成28年３月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,430 戸（△ 9）
人 口  ・・・・ 7,257 人（△ 14）
男   ・・・・ 3,549 人（△ 10）
女   ・・・・ 3,708 人（△ 4）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

益
田　

萌め
い
さ咲
（
雅
之
・
中
里
）

穂
積　

桜さ
く
ら良
（
鉄
也
・
中
里
）

星
野
い
と
せ
（
恭
介･

中
里
）

　

   

氏　
　

名   　
（
保
護
者
・
住
所
）

　

 

氏　
　

名　

    （
年
齢
・
住
所
）

中　

サ
ス
エ

行　
　
　

学

早
川　
　

郁

前
島
ト
シ
ヱ

生　
　

ユ
シ

盛
岡　
　

勉
（
80
才
・
浦
原
）

（
62
才
・
赤
連
）

（
87
才
・
湾
）

（
86
才
・
佐
手
久
）

（
80
才
・
上
嘉
鉄
）

（
88
才
・
中
間
）

納付をお忘れなく！（４月）
【使用料】４月分簡易水道・下水道使用
料・公営住宅使用料・保育料　5/2まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

松
元　

彦
三
郎
さ
ん

（
昭
和
２
年
生
・
88
歳
・
蒲
生
）

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
声
を
掛
け
、
集
落
公
民
館
で
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
企

画
す
る
彦
三
郎
さ
ん
。
約
20
年
前
に
集
落
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
町
や
社

協
の
指
導
に
よ
る
体
操
や
週
２
回
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
も
実

施
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
み
ん
な
と
の
語
ら
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
彦
三
郎
さ

ん
は
「
最
初
は
参
加
を
渋
っ
て
い
た
仲
間
も
、
今
で
は
呆
け
や
寝
た
き
り
防
止
に

と
自
ら
公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
て
、
み
ん
な
心
は
ニ
セ
ー
（
青
年
）
の
気
持
ち
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
微
笑
み
ま
す
。「
今
で
も
若
い
者
に
気
持
ち
で
は
負
け

ま
せ
ん
よ
」と
語
る
彦
三
郎
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

大
林　

稔
之
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政
明

鈴
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一
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男
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福
岡
県
福
岡
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埼
玉
県
草
加
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兵
庫
県
西
宮
市

　

氏　
　

名　
　

   

住
所

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

吉
田　

完
治

橋
川　

隆
伸

岩
田　

進

前
島　

正
夫

行　

美
重
子

生　

吉
廣

川
畑　

英
雄

豊　

雅
則

益
田　

俊
彦

勇
元　

嶺
美

長　

静
子

撰　

盛
夫

花
良
治

湾湾佐
手
久

赤
連

上
嘉
鉄

嘉
鈍

赤
連

荒
木

白
水

赤
連

湾

　

 
氏　
　

名　
　

    

住
所

豊　
　

晋
治

益
田　

サ
ト

撰　
　

ヒ
サ

勇
元　

廣
四

池
田　

忠
二

長　

昭
二
郎

園
田　

嘉
弥

積
山　

千
代

里　

安
九
郎

（
75
才
・
羽
里
）

（
88
才
・
荒
木
）

（
98
才
・
湾
）

（
62
才
・
白
水
）

（
83
才
・
佐
手
久
）

（
88
才
・
赤
連
）

（
86
才
・
赤
連
）

（
98
才
・
赤
連
）

（
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才
・
坂
嶺
）

埼
玉
県
松
伏
町

福
井　

仁
孝

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

中
央

くらしのカレンダー
（平成 28 年４月21日～５月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です毎

くらしのカレンダー すこ・・・・旧すこやかセンター
コミ・・・・役場コミュニティホール
子育・・・・子育て支援センター
研修・・・・役場研修室

編
集
後
記

　

15
年
前
、
生
ま
れ
育
っ
た
山
口
か
ら
家
族

で
妻
の
実
家
が
あ
る
喜
界
島
に
移
住
し
た
。

同
時
に
役
場
勤
務
と
憧
れ
の
島
生
活
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
し
て
４
年
前
。
予
想
外
の
広
報
担
当
と

な
り
思
い
悩
む
も
、『
子
供
達
を
少
し
で
も

多
く
掲
載
し
未
来
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
』
こ

と
と
、『
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
広
報
誌

づ
く
り
』
を
心
が
け
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
狙
っ
て
島
内
を
走
り
回
っ
た
。
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
が
、
息
子
の
高
校
卒
業
、
娘

の
中
学
卒
業
と
と
も
に
、
私
も
今
回
の
辞
令

で
広
報
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

取
材
の
あ
と
に
待
つ
恐
怖
の
原
稿
書
き
に

筆
が
進
ま
ず
苦
し
み
な
が
ら
も
、
や
り
が
い

を
見
つ
け
ネ
タ
を
探
し
回
っ
た
。
み
な
さ
ん

の
温
か
い
励
ま
し
の
声
に
背
中
を
押
さ
れ
な

が
ら
仕
事
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
も
島
を
知

る
い
い
機
会
と
な
り
、
と
て
も
充
実
し
た
４

年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

先
月
、
息
子
と
娘
は
、
期
待
と
不
安
を
胸

に
進
学
の
た
め
島
を
旅
立
っ
た
。
寂
し
く
な

る
が
子
育
て
も
少
し
肩
の
荷
が
下
り
た
よ
う

な
気
持
ち
だ
（
今
か
ら
出
費
が
大
変
だ
が
）。

私
も
心
機
一
転
、
本
物
の
筆
を
持
ち
、
離
れ

て
い
た
書
道
や
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
な
！

　

最
後
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
区
長

様
、
学
校
関
係
者
様
、
岩
井
生
花
種
苗
店
様
、

萌
葉
会
様
、
快
く
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
『
広
報
き
か

い
』
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

前
広
報
担
当　

八
木
敏
文

喜中喜中喜中喜中 喜中喜中 喜中喜中 喜中喜中

喜小喜小 喜小喜小

喜小喜小 早小早小 早小早小

早小早小 あ幼あ幼 あ幼あ幼 あ幼あ幼 の幼の幼

の幼の幼 の幼の幼

喜中喜中

日 月 火 水 木 金 土
4/21 4/22 4/23

●乳児健診
【すこ13:15～】

●３歳児健診
【すこ13:15～】

4/24 4/25 4/26 4/27 4/28 4/29 4/30
●社会教育学
級・公民館講座
開講式【中央公
民館旧館ホール
14:00 ～】

●精神巡回相談
（～ 28日）【診
療所 8:30 ～】

昭和の日 ●1日限りの古本
市【図書館１階
10:00～18:00】
●こどもの日おはな
し会【図書館２階
14:00～16:00】

5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7
憲法記念日 みどりの日 こどもの日 ●肺がん検診

（～13日）【各
集落公民館等
9:00 ～】

5/8 5/9 5/10 5/11 5/12 5/13 5/14
●団体貸出（各幼・
保・テクテク・子育・
早学童）【各施設
14:30 ～15:30】
●登記相談【研修
9:00 ～13:00】

●土曜授業
【各小・中学校
8:15 ～12:00】

5/15 5/16 5/17 5/18 5/19 5/20
春分の日 ●母子相談【子

育 10 : 0 0 ～
12:00】

●早町小団体貸出
（1～ 3 年）第 1期
【早町小学校13:00
～ 13:30】
●1歳６カ月児健診
【すこ13:15 ～】
●無料法律相談【研
修13:30 ～16:00】

●早町小団体
貸出（4～6年）
第1期【早町小
学 校 13:00 ～
13:30】

●子育て支援来
館日（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映
画）【図書館 2階
11:00 ～12:00】
●体操教室【コミ
19:00 ～】
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